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電気設備工事　特記仕様書

Ｅ－０１

土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）による。

床、壁、天井

露出金属配管の塗装 調合ペイント２回塗り（　・　屋内　　・　屋外（外面被覆鋼管を除く））

は　　つ　　り

屋外の支持金物、ボルト及びナットなどは、溶融亜鉛めっき仕上げ又はステンレス製とする。

フラッシプレート

・　砲金製　　　　・　アルミ合金製

長さ１ｍ以上の入線しない電線管には１．２ｍｍ以上のビニル被覆鉄線を挿入する。呼　　び　　線

屋外の支持金物

及びプルボックス 屋外に使用するプルボックスは、図面に特記なき場合は、ステンレス製とする。

カッターによる。

・　非破壊検査等による埋設物の調査（　・　要　　　　・　不要　）とする。

分電盤、制御盤、端子盤等の２次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管径等は、図面と相違して

も差しつかえない。ただし、相違する場合は監督職員の承諾を受ける。

フロアプレート・ベース

・　水平高低調節付（空転防止リング付）

形状・寸法等 姿図の形状寸法等は、図面表示と多少相違してもよい。

建物への配線引込部の耐震処理は、地中箱独立方式とする。

４）　地中配線によって建物へ引込む場合の処理

３）　軽量機器等の耐震施工

示した方法によらなくともよい。

地盤変位への対応 想定沈下量（　・　小規模　　　・　中規模　　　・　大規模　）

非破壊調査等

なお、範囲は監督職員の指示によるものとし、費用は別途とする。

１００ｋｇ以下の一般機器、一般水槽の据付け、取付けについては、取付け下地を入念に施工し、

機器メーカーの指定する方法で確実に取付け、据付けを行えばよいものとし、特に本基準で

　　・　　引渡しを要するもの　　（　　・　金属類　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　）

　　・　　特別管理産業廃棄物　　（　　・　　ＰＣＢ使用機器　　　・　　　　　　　　・　　　　　　）

　　　（１）　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、

・　特定建設資材廃棄物以外の発生材の処理等

機　　材　　等

次の（１）から（５）を満たすものとする。

て少ないものとする。

いものとする。

放散が極めて少ないものとする。

　　　（４）　塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散させないか、放散が極め

を放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン

　　　（３）　接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない難揮発性の

　　　（２）　保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、放散が極めて少な

その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドを放散させないか、

　　本工事の建物内部に使用する建築材料は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、

　　ただし、これらと同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

２）化学物質を放散させる建築材料等

１）本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又は、これらと同等のものとする。
・　発生材一時保管、集積場所　　・　構内に有り　　・　構内になし

　　　・　再生資源化を図るもの　（　・　ランプ類　　　　　・　　　　　　　　・　　　　　　　　　　）

　　　　　　　ＰＣＢ使用機器は関係法令等に従い適切に処理する。　　

　　・　　ＰＣＢ使用機器の有無については、調査を行い結果を監督員に報告する。

　　・　引渡しを要するもの及び再生資源化を図るもの以外は、構外搬出適切処理とし、搬出処理費は別途とする。

２

電線本数、管路等

最大電力５００ｋｗ以上の場合においても、第１種電気工事士により施工を行う。

４

工事用電力・水・その他 本工事に必要な工事用電力、水、及び官公署その他への諸手続などの費用は、すべて請負業者の負担とする。

建設発生土の処理 ・　構内指示の場所に敷ならし　　・　構内指示の場所にたい積　　　・　構外搬出（約　　　　ｋｍ）

・　既存のコンクリート床、壁などの貫通部の穴開けは、図面に特記なき場合、原則としてダイヤモンド

・　別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。足場・桟橋類

構内につくることが　　　・　できる　　　・　できない

・　設けない

工事用仮設物

監督員事務所

施　工　図　等

仮　　設　　備 仮設備項目（　・　受変電　　　　・　発電　　　　　・　　　　　　）

仮設備期間（　・　図示　　　　　・　　　　　　　）

養　　　生 養生範囲　（　・　　　　　　　　・　　　　　　　）　養生方法（　・　　　　　　　・　　　　　　　　）

撤去後の補修

・　再利用を図る

分　　　類 受け入れ施設名 受け入れ場所 搬出距離

建設発生土

耐　震　施　工

１）　設計用水平地震力

電子データ　　・　提出要　　・　提出不要　　・　既設施工図の修正

施工図等を電子データにより作成する場合は、下記によるほか監督職員の指示による。

提出様式 提出データ提　出　図 部数

・　設ける

上記に示す受け入れ場所・距離は参考であり、実施にあたっては監督職員と協議のうえ決定する。

機材の品質・性能証明

施　工　調　査 下記によるほか、改修標準仕様書による。

　調査項目（　・　　　　　　　　・　　　　　　）

　調査範囲（　・　図示　　　　　・　　　　　　）

　調査方法（　・　図示　　　　　・　　　　　　）

室内空気中の化学物質３

設備機材は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明資料又は外部機関が発行する資料等の

写しを監督職員に提出して承諾を受ける。

なお、標準仕様書に規定される製作図、試験成績表を含む。

の濃度測定

完　成　図　等

ＣＡＤデータ　　　・　提出要　　　・　提出不要　　　・　既存完成図の修正

完成図（製本）及び原図　　　　　・　提出要　　　　　・　提出不要　　　　　・　既存完成図の修正

完成図を提出する場合は、下記によるほか監督員の指示による。

提出様式　　　　　　　部数

原図　　　ドラガー用紙（Ａ１）　　１部

製本　　　黒表紙製本　　　　　・　３部　　　　・　２部

ＣＤ－Ｒを１部提出する。

原図及び複写図（１部）を監督職員に提出する。ただし、製作図等で原図として提出が出来ないものは、

工事が完成（指定部分に係わる完成を除く）したときは、本工事で作成する施工図等のうち、下記の

壁付け器具、床置き機器、天井付け機器の撤去跡の取付ボルト孔、壁面、天井面の変色等は補修を行う。

なお、施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲する。

原図に代わるものとしてよい。

耐震固定の計算書機器，配管固定の施工図試験成績書制御システム図機器製作図施工図等

２部ＣＡＤ制御システム図　　機器、配管固定の施工図ＣＤ－Ｒ電子データ

完成図をＣＡＤデータにより作成する場合は、営繕工事電子納品要領（案）によるほか、完成図データのみの

機器の重量［ｋｇｆ］に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。なお、特記なき場合、設計用

標準水平震度は、次による。

フラッシプレートは、図面に特記なき場合（　・　金属製（ステンレス、新金属も含む）　・　樹脂製）とする。

６

７

９

８

１７

１６

１５

１４

１３

１２

１０

１１

電気工事士５

（ＥＢは、Ｄ＝１４、Ｗ＝４０、Ｌ＝１，５００）

接　地　の　種　類 記　　号 接　　地　　極

電

力

共　　　同 ＥＡ・Ｂ・Ｄ
１枚以上

ＥＢ ２本以上

Ａ　種（第１種） ＥＡ

ＥＢ

６本以上

本以上

本以上

本以上

本以上

本以上

本以上

枚以上

２

１

６

１

２

６

１

１本以上

６本以上

１本以上

ＥＢ

ＥＢ

ＥＢ

ＥＢ

Ｂ

Ｅ

Ｅ

Ｄ

ＥＣ

Ｅ

Ｅ

ｔ

ＤｔＥ

ＤａＥ

ＥＬｔ

Ｅ

Ｅ

Ｂ　種（第２種）

Ｄ　種（第３種）

通

信

情

報

構　内　交　換　機　用

直流電源装置（陽極）

保　安　用 １０Ω 以下

保　安　用 １００ Ω 以下

拡声用増幅器 Ω

電路の保護 特記のない引き下げ部分及び露出部分の配線はＭＭ１（Ａ型）にて保護する。貫通部分の配線は、金属管

などにて保護する．

ハイテンション ・　上下動形　　　　・　内部固定形　　　　・　外部固定形

照明器具の接地 コードペンダント以外の放電灯器具及び水気のある場所の白熱灯器具は、接地する。なお、金属管配線

予　備　配　管

の場合は、配管を利用してもよい。（乾燥した場所のコンパクト形器具（２７Ｗ以下）を除く）

埋込形分電盤からの立上がり予備配管は、予備の配線用遮断器４個以下の場合（ＰＦ２２）を１本、５個

以上の場合（ＰＦ２２）を２本、天井まで立上げる。なお、スラブ天井の場合は、天井又は梁下２００ｍｍ

まで立上げ、アウトレットボックスを取付ける。

二重天井の場合は、天井内まで立上げ、アウトレットボックスを取付ける。

ローテンション 一般用　　　　個

合成樹脂製とし、寸法ｔ５×１５０×１５０で白地に青とする。

電話機への配線 ・　電話機１台につき次のものを見込む。　　　　　　・　図示による

エッチングプライマー、指定色仕上。

の溶融亜鉛めっきを施したものとする。

Ａｔ

外灯ポ－ル

分電盤キャビネットの塗装は、指定色仕上げとする。盤　類　の　塗　装

再　使　用　機　器 取外し再使用機器は、性能確認のため絶縁抵抗測定を行う。

接地極の材料は、下表による。

蛍光灯安定器、ランプ 図面に特記なき場合は、下表による。

二重床用アウトレット ・　電力用　　　　　・　通信用　　　　　　・　電力、通信用

アウトレット

身障者のための

地中埋設標

低圧地中幹線路及び通信地中幹線路にも設ける。

電　線　類 本工事においては、次の電線類（ＥＭケーブル）の規格及び記号を追加する。

接地極付きコンセント 接地極付きコンセントは、プラグ無しとする。

標識シート

蛍　　光　　灯　　の　　種　　類 安定器の種類

一般形 Ｄ１８形，Ｄ２７形

Ｈｆ形

Ｈｆ形
Ｈｆ１６形 Ｐ　Ｘ

Ｅ　Ｌ

Ｅ　Ｌ

通信用　　　・　鉄製　　個ふ設する。　　　・　コンクリート製　　　個ふ設する。

Ｈｆ３２形

Ｐ　Ｎ

コンセント 発電機回路に接続されるコンセントは、原則として赤色とする。

基　本　料　金 本受電後の基本料金を下記のとおり負担する。

契約種別－－　　　　　　契約電力－－　　　　　　期　　間－－

国際シンボルマーク

Ｅ ＥＢ 本以上

Ｐ　Ｈ
直管形

高輝度誘導灯

測　　定　　用

枚２

６

１本以上ＥＢ

ＥＬＡ

ＬＬＣ

Ｅ０

雷　保　護　設　備

保

護

高　圧　避　雷　器 ＬＨ雷

ＬＬＤ

ＥＢ 本以上１

以下１００

消防庁告示

消防庁告示

耐熱ケーブル

耐火ケーブル

ＵＴＰケーブル

マイクケーブル
磁気シールド （例）

ＥＭ－４Ｅ６

ＥＭ－ＦＰ－Ｃ

ＥＭ－ＨＰ

ＥＭ－ＦＰ

ＥＭ－ＵＴＰ

　規　　　　　　　　　　　　　　格呼　　称 記　号

インバーター装置の

　　　　　　規約効率

三相可変速運転用インバーター装置の規約効率は、次の数値以上とする。

備考）（１）電動機の供給電圧は２００Ｖ又は４００Ｖとする。

　　　（２）インバーター効率は、１００％負荷時の値とする。

ビニル電線等を使用する旨の記載があるものは、ＥＭケーブルの規格を含むものとする。

ＥＭケーブルの電線の色別は、原則として標準仕様書による。

　　　４．上記２．３．の特性は、電力用エコ電線類の規格を準用する。

　　　同号Ａの７（燃焼時発生ガスの酸性度）による。

　　　３．発煙濃度及び燃焼時発生ガスの酸性度は、ＪＣＳ第３９７号Ａの５（発煙濃度）、

　　　２．難燃は電線またはケーブルについて行い、ＪＩＳ　Ｃ　３００５の２８（難燃）による。

共通：１．電線・ケーブルは、ハロゲン及び鉛を含まない材料により構成されているものとする。

（ ）

（ ）

（ ）

外灯ポールは、亜鉛付着量３５０ｇ／㎡（ＪＩＳ　Ｈ　８６４１「溶融亜鉛めっき」に規定するＨＤＺ３５）以上

ＪＩＳ　Ｘ　５１５０「構内情報配線システム」に準じ、絶縁材及びシースにＪＣＳ規格

によるＥＭケーブルの耐燃性ポリエチレンを用いたもの

６００Ｖ、６６００Ｖ耐火ケーブルに準拠し、耐燃性ホ゜リエチレン樹脂を
主体としたコンパウンドでシースを施したもの

６００Ｖ、６６００Ｖ耐熱ケーブルに準拠し、耐燃性ホ゜リエチレン樹脂を
主体としたコンパウンドでシースを施したもの

主体としたコンパウンドでシースを施したもの

磁気シールドマイクケーブルに準拠し、耐燃性ポリエチレン樹脂を

電話引込口の保安器用（１００Ｖ以下）

Ｃ　種（特別第３種）（１０Ω以下）

低　圧　避　雷　器（３００Ｖ以下）

低　圧　避　雷　器（３００Ｖ超）

ＥＰ－０．６

ＥＰ－０．９

ＥＰ－０．９

電力用　　　・　鉄製　　個ふ設する。　　　・　コンクリート製　　　個ふ設する。

２９

３０

３１

４８

接地極

３２

３５

３６

３８

３９

４０

４１

４２

４３

４４

４５

４６

４７

コンハ゜

クト形

Ｐ３２形，Ｐ４５形，Ｈ１６形，Ｈ２４形，Ｈ３２形，Ｈ４２形

表　　示 スイッチ・コンセント・ブランクプレート及びプルボックスなどで用途の判別し難いものは、表示する。

ハンドホール・マンホールのふたは、用途別に「電力」「通信」と表示する。

名 称 測 点 取付高（ｍｍ） 名 称 測 点 取付高（ｍｍ）

出
退
・

マ
ル

チ
サ
イ
ン

誘
　

導
　

支
　

援

動

力

時

計

拡

声

電

灯

火

災

報

知

構

内

交

換

電
力

共
通

テ

レ

ビ

共

同

受

信

注）天井高３，０００ｍｍ以上の場合は、監督職員と協議する。

２，３００

２，１００

３００

３００

１５０

１，３００

９００

１，５００

２，３００

１，３００

３００

１５０

２００

１５０～２００

天井高×０．９

天井高×０．９

地上～窓中心

床上～中心

床上～中心

〃

〃

〃

〃

〃

〃

鏡上端～中心

壁掛形制御盤 床上～中心

開　閉　器　箱 〃

操作スイッチ

警　報　盤

〃

〃

端　子　盤（室内） 床上～下端

集合保安器箱 天井下～上端

床上～中心

〃

壁掛形親時計

子　時　計

壁掛形スピーカ

壁付アッテネータ

時　報　子　時　計

床上～中心

〃

〃

〃

〃

取引用計器

引込開閉器

（和室）〃

壁付電話機（一般） 〃

台上～中心

床上～中心

床上～中心

　　　〃　（踊場）

　　　〃　（鏡上）

　　　〃　（車椅子用）

　　　〃　（土間）

　　　〃　（台上）

　　　〃　（和室）

壁付コンセント（一般）

スイッチ（多機能トイレ）

スイッチ

分　電　盤

床上～中心

壁　付　発　信　器 〃

ベル・ブザー・チャイム 〃

壁付押ホ゛タン（一般） 〃

テレビ端子（一般）

テレビ端子（和室） 〃

機　器　収　容　箱 天井下～上端

受信機・副受信機

機　器　収　容　箱

発　信　機

ベ　　　ル

表　示　灯

床上～操作部

〃

〃

〃

床上～上端

表示盤

液化石油ガス用検知器

（和室）〃

インターホン親機

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

床上～中心

壁付アウトレットホ゛ックス（一般）

ブ　ラ　ケ　ッ　ト（一般）

１，５００（上端１，９００以下）

床上～中心

壁付復帰ホ゛タン（多機能トイレ）

壁付押ホ゛タン（多機能トイレ）

壁付表示灯（多機能トイレ）

壁付インターホン（上記以外）

外部受付用インターホン（子機）

天井高×０．９

１，８００～２，２００

１，８００～２，０００

８００～１，３００

９００

２，１００～２，３００

２，０００～２，５００

１５０

３００

１，１００

１，３００

１，５００

１，３００

１，８００

１５０

２００

３００

１５０

３００

１，３００

２，３００

１，３００

８００～１，５００

８００～１，５００

８００～１，５００

１，３００

２，３００

１，３００

標準図による

インハ゛ーター効率（％）

電動機出力（ｋＷ） １．５ ２．２ ３．７ ５．５ ７．５ １１ １５ １８．５ ２２ ３０ ３７ ４５０．４ ０．７５

８５．０ ９１．０ ９４．５９４．０９３．０ ９３．５９２．５９２．０９１．５９０．５９０．０８９．５８８．５８７．０

　　　工事概要

１．工事場所

２．建物概要

建物名称 構　　造

３．工事種目及び工事科目（・印の付いたものが対象工事）

工 事 目

建物別及び屋外

・ 電灯設備

・ 電熱設備

・ 監視カメラ設備

・ 駐車場管制設備

・ 自動火災報知設備

延面積（ｍ　）

工 事 種 目

・ 受変電設備

・ 電気時計設備

・ 拡声設備

・ 静止形電源設備

・ 雷保護設備

・ 映像・音響設備

階　数

・ 構内情報通信網設備

・ 構内交換設備

・ 情報表示設備

・ インターホン設備

科

消防法施行令

・ 動力設備

・ 中央監視制御設備

ー式

・ 防犯・入退室管理設備

・ テレビ共同受信設備

備　　　考

・ 構内配電線路

・ 構内通信線路

屋外

ー式 ー式 ー式 ー式 ー式

ー式ー式ー式ー式ー式ー式

ー式ー式ー式ー式ー式ー式

ー式ー式ー式ー式ー式ー式

ー式ー式ー式ー式ー式ー式

ー式ー式ー式ー式ー式ー式

ー式ー式ー式ー式ー式ー式

ー式ー式ー式ー式ー式ー式

ー式ー式ー式ー式ー式ー式

ー式ー式ー式ー式ー式ー式

ー式ー式ー式ー式ー式ー式

ー式ー式ー式ー式ー式ー式

ー式ー式ー式ー式ー式ー式

ー式ー式ー式ー式ー式ー式

ー式ー式ー式ー式ー式ー式

ー式ー式ー式ー式ー式ー式

ー式ー式ー式ー式ー式ー式

ー式ー式ー式ー式ー式

ー式ー式ー式ー式ー式ー式

ー式ー式ー式ー式ー式ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

Ⅰ

・ 発電設備

建築基準法 別表第一

仕様書

（１）図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の下記仕様書等のうち、・印がついたものによる。

　　　１）　再資源化等が完了した年月日

　　　２）　再資源化等をした施設の名称及び所在地　

４．指定部分 無

有 対象部分：

（１）項目は、番号に○印のついたものを適用する。

２

１

特　記　仕　様

共　通　仕　様

　　　工　事　　仕　　様

（２）特記事項のうち選択する事項は、・に○印の付いたものを適用する。

項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

なお、機械設備工事の工事仕様は（　　／　　）図、建築工事の工事仕様は（　　／　　）図による。

・　公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（最新版）（以下「標準仕様書」という。）

（２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。

発生材の処理等について ・　本工事は「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（平成１２年５月３１日法律第１０４号）

　　の対象建設工事であり、分別解体、特定建設資材の再資源化等について適切な処置を行なう。

　　ただし、工事契約後にやむをえない事情により予定した条件により難い場合は監督職員と協議する。

　　分別解体・再資源化等の完了時に、以下の事項を書面にて監督職員に報告する。

　　　３）　再資源化等に要した費用

（１）　分別解体の方法

・　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（最新版）（以下「改修標準仕様書」という。）

・　公共建築工事標準図（電気設備工事編）（最新版）（以下「標準図」という。）

Ⅱ

（ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１

工　程

・　新築

作　業　内　容

・　増築

電気設備工事

分　別　解　体　の　方　法

・　手作業

・　修繕

・　模様替

・　有

・　無

・　手作業・機械作業併用

（２）　特定建設資材廃棄物の種類と再生資源化等をする施設

　特定建設資材廃棄物の種類

・　コンクリート

・　コンクリート及び鉄から成る建設資材

再生資源化等をする施設の名称 所　　在　　地

・　木　　　材

・　アスファルト・コンクリート

・　配電盤　　　・　発電装置（防災用）　　　・　直流電源装置　　　・　交流無停電電源装置

・　交換機　　　・　自動火災報知受信機　　　・　中央監視装置　　　

　　上層階の定義は次による。

　　１３階建以上の場合は上層４階

２）　設計用鉛直地震力

　　　　　　設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

重要機器 一般機器

機器

防振支持の機器

水槽類

機器

防振支持の機器

水槽類

機器

防振支持の機器

水槽類

中間階

上層階

屋上及び塔屋

・　特定の施設 ・　一般の施設
機器種別設置場所

重要機器 一般機器

該当する建築材料ホルムアルデヒドの放散量

規　制　対　象　外

１　ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆規格品

２　建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交通大臣認定品

　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　ｂ．接着剤等不使用

　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散さ

　　　せない材料使用
　ｄ．ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散さ

　　　せない塗料使用

　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散さ

　　　せない塗料等使用　

１　ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆規格品

２　建築基準法施行令第２０条の７第３項による国土交通大臣認定品

３　旧ＪＩＳのＥ第　　三　　種

３　下記表示のあるＪＡＳ規格品

室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの濃度を測定し、

監督職員に報告すること。

測定はパッシブ型採取機器により行う。

　　測定対象室　　・　図示　　　　　　

　　測定箇所数　　・　図示　　　　　　

　　測定時期　　　・　工事着工前　　　・　施工終了時

・　本工事で設置する。（改修標準仕様書第１編２．１．２によるほか下記による。）

・　内部足場等（　・　　　　種　　・　　　　　種）

・　外部足場等（　・　　　　種　　・　　　　　種）

　　「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

　　のを使用する。ただし、該当する材料等がない場合は、第三種のものを使用する。

　　ヒドの放散が極めて少ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則として規制対象外のも

　　なお、ホルムアルデヒドを放散させないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムアルデ

　　　　　の什器等は、ホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　　（５）上記（１）、（３）及び（４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他

４　旧ＪＡＳのＦ

○規格品

○○規格品

設計用標準水平震度

２．０　　　　１．５

２．０　　　　２．０

２．０　　　　１．５

１．５　　　　１．０

２．０　　　　１．５

１．５　　　　１．０

１．０　　　　０．６

１．５　　　　１．０

１．０　　　　０．６

０．６　　　　０．４

１．０　　　　０．６

１．０　　　　０．６１．５　　　　１．０

１．０　　　　１．０

１．０　　　　０．６

１．５　　　　１．０

１．５　　　　１．５

１．５　　　　１．０

　　　　２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、１０～１２階建の場合は上層３階、

重要機器

地下・１階

２

ー式

２８

　事前調査（　・　本工事　　　　・　別途工事　）

３４

３３

３７

１９

１８

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

１，５００（上端１，９００以下）

１，５００（上端１，９００以下）

壁付アウトレットホ゛ックス（一般）

※ＬＥＤ器具採用

※入札時配布の竣工時提出書類等仕様一覧を提出すること。

・ 太陽光電気設備 ー式

別表－１　工事区分表（一般的な工事区分を示す）

建築工　　　　　事　　　　　内　　　　　容

避雷針の基礎

テレビアンテナ基礎

自家発電機の基礎、太陽光パネルの基礎

配電盤・制御盤の基礎

屋　上

屋　外

屋　内

機械設備電気設備

床下水槽のマンホールふた

空調ライン設備プレート

照明ライン設備プレート

機器などへの１次側配管配線及び接続

シャワーユニット、バスユニット、洗濯機パン

エレベーター出入口三方枠（金属製）

ボード・Ｔバー

エレベーター出入口三方枠（石製）

システム天井

ＴＥＮキー及び制御盤

電気錠及び通電金具
電　　気　　錠

ガス漏れ検知器

はめ込形洗面器用カウンター（前板共）

電　極　棒

防火扉レリーズ

鏡

電気配管配線

汚水、雑排水

便所手すり

（たてどい）

雨　水

雨　水　立　管

屋外排水管

上記開口部の補強

オイルサービスタンクの防油堤

ダクト、チャンバーの接続用フランジを含む

スリーブの穴埋め（型枠の穴埋めを含む）

排水トラップ共

タンク基礎

流　し　台

防　　油　　堤

換気扇の取付枠

湯沸室のフード

上記開口部の墨出し

外部取付ガラリ

空　調　用

自家発用

埋込形盤類及び、箱類の型枠

軽量鉄骨下地、壁天井ボード類の切込

開　口　部

梁、床、壁貫通スリーブ

梁、床、壁貫通部型枠

屋外設置

屋内設置

屋上設置（防水立上りを設ける部分）

架台・アンカーボルト

架台・アンカーボルト

フリーアクセスフロアの複合アウトレット用開口（工場加工）

フリーアクセスフロアの予備開口（工場加工）及びプレート

フリーアクセスフロアの複合アウトレット取付及び配線

個別パッケージの室内機、室外機の渡り配線（接地共）

小便器用節水装置の制御盤以降の２次側の配管配線

煙感知器から連動制御盤を経て防煙ダンパに至る配管配線

屋上設置（上記以外）

ガスボンベ転倒防止用の鎖

機器などから操作スイッチ等への２次側配管及び埋込ボックス

機器などから操作スイッチ等への２次側配線及び接続

自動制御盤と動力盤との渡り配管配線

機　器　の　基　礎

機　　械　　関　　係

電　　気　　関　　係

２　他工事との取合い事項は、別表－１による。

点　　検　　口

設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針最新年度版」（国

・　ＥＭ－ＴＩＥＥ　　　０．６５－２Ｃ（　・　　　ｍ　　・　　ｍ）

・　ＥＭ－ＢＴＩＥＥ　　　０．５ー２Ｐ　（　・　　　ｍ　　・　　ｍ）

・２号ワイヤープロテクタ　　　　ｍ

１　機器の標準取付高さは、やさしさをもった街づくり要綱・図面に特記がない場合は、下表による。

ー式

屋内

改修

ＲＣ造 地上２階

改修

改修

改修

小野小学校・花鶴小学校体育館空調設備設置工事

小野小学校・花鶴小学校体育館空調設備設置工事

福岡県古賀市米多比１３９０－２・福岡県古賀市花鶴丘１丁目２１

小野小学校体育館

ＲＣ造 地上２階花鶴小学校体育館



福岡市早良区高取２丁目１８－６
一級建築士事務所登録
　　第１－１０９２４号

西 　 　 幸 　 博１級建築士　第３６１２６５号

甲山建築設計事務所株式会社
工事名

図面名

古賀市 日付　令和　７．３

グ ラ ウ ン ド

廊 下

･･･ 今回工事対象建物を示す。配置図 Ｓ＝１：３００

ポンプ室

消火水槽

受水槽

既設キュービクル

縮尺　Ａ１：１/３００

Ｅ－０２

体 育 館

浄化槽

便 所テ ラ ス

教 室 棟 ②

教 室 棟 ①

プ ー ル 棟

大 プ ー ル

管 理 棟

生徒昇降口

多 目 的 ホ ー ル 棟

正 門

学 童 保 育 所

小 プ ー ル
旧 用 務 員 室

テ ラ ス

隣 地 境 界 線

県 道 （ 1 5 1 9
号 ）

隣 地 境 界 線

隣
地

境
界

線

町 道 （ 1 5 1 6号
）

隣 地 境 界 線

河 川

①

②

③
④ 既設電柱

既設ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

【幹線ｹｰﾌﾞﾙ一覧表】

①EM-CET60口(床ｺﾛｶﾞｼ)

※高所作業車(作業高9m)x1台/日

③EM-CET60口(G70)

④EM-CET60口(MS55口ﾊﾝｶﾞｰ吊り)

１．特記なき凡例は下記による。

【注記】

地中埋設標柱

３．屋外・屋内配管は塗装(ｴｯﾁﾝｸﾞﾌﾟﾗｲﾏｰ１回･塗装２回)とする。

６．埋設配管の深さはＧＬ－６００ｍｍ以上とすること。

７．埋設配管には埋設標識シートを敷設すること。

②EM-CET60口(FEP65)
引込自在ﾊﾞﾝﾄﾞx1

小野小学校・花鶴小学校体育館空調設備設置工事

全体平面図
小野小学校



注記

※改造工事は電気主任技術者立会とする。

※撤去する変圧器のＰＣＢ検査は本工事とする。

ＣＨ

福岡市早良区高取２丁目１８－６
一級建築士事務所登録
　　第１－１０９２４号

西 　 　 幸 　 博１級建築士　第３６１２６５号

甲山建築設計事務所株式会社
工事名

図面名

古賀市 日付　令和　７．３ Ｅ－０３

分電盤結線図

電圧 [V] 過電流遮断器
回路

負荷容量盤名称・単線結線図 供給室名 備考
MCCB ELCB 定格電流番号 100 200
[P] [P] [AT] [KW]

Ｆ（５Ａ）ＶＴＴ

６６００／１１０Ｖ

ＶＴ×２

ＥＡ

ＰＡＳ
７．２ｋＶ　２００Ａ

６ｋＶ　ＥＭ－ＣＥＴ６０°

　　　

ＥＬＡ

 ＰＣＳ

８．４ＫＶ
　ＬＡ

３φ３Ｗ　６６００Ｖ　６０Ｈｚ

ＧＲ

Ｉ　　＞

５１Ｒ

 

ＣＴＴ

 

６６００／２１０－１０５Ｖ

油入、固定取付

ＴＲ１　１φ３Ｗ

１００ｋＶＡ

１回路用

７．２ｋＶ　２００Ａ

ＰＦ：Ｇ３０Ａ

Ｌ＝６％

Φ

Ｗ

マルチメーター

接地端子

ＥＡ Ｅ補 Ｅ補ＥＢ ＥＤＥＤ
（ＥＬＢ）

 
Ｆ（５Ａ）

マルチメーター

Ｅ２２°Ｅ１４°

MDA

MDA

Ｅ１４°

７．２ｋＶ　２００Ａ

トップランナー

ＯＶＧＲ ＲＰＲ

単独運転検出機能

マルチリレー

九州電力会社柱より

高圧引込開閉器

既設構内柱

ＰＦ

Ｉ　＞

ＥＬ

Ｖ

Ｖ

ＰＦ：Ｇ５０Ａ →　ＰＦ：Ｇ６０Ａ

３０／５Ａ

ＣＴ×２

Ｌ
Ｅ

Ｄ
１

０
Ｗ

Ａ
Ｃ
１
０
０
Ｖ

ｎ×

Ｅ

ＤＳ ｎ×

×ｎ

Ｔ
Ｈ

③

④

→　４０／５Ａ

ＰＦ：３０Ａ

ＬＢＳ

ＷｈＶＣＴ

ＣＨ

ＳＲ１

７９.８ｋｖａｒ

４.７９ｋｖａｒ

ＳＣ１
７．２ｋＶ　

ＬＢＳ　３Ｐ ＰＣ×２
７．２ｋＶ　３０Ａ

ＣＴ×２

５００／５Ａ

 
Ｆ（５Ａ）

油入、固定取付１回路用

６６００／２１０Ｖ

マルチメーター

MDA

トップランナー

ＥＬ

Ｖ

ＴＲ２　３φ３Ｗ

１５０ｋＶＡ →　２００ｋＶＡ

→　７５０／５Ａ

ＣＴ×２

５００／５Ａ

①

②

ＰＣ×３
７．２ｋＶ　３０Ａ
ＰＦ：３０Ａ

既設受変電設備改造内訳

①ＴＲ２：３φ３Ｗ１５０ｋＶＡ撤去後、２００ｋＶＡ新設。

②ＣＴ×２の５００／５Ａ撤去後、７５０／５Ａ新設。

④ＣＴ×２の３０／５Ａ撤去後、４０／５Ａ新設。

③ＬＢＳのＰＦ：Ｇ５０Ａ撤去後、ＰＦ：Ｇ６０Ａ新設。

既設受変電設備結線図

番
号

幹
線

負
　

荷
　

名
　

称

低圧動力盤

幹
線

番
号

負
　

荷
　

名
　

称

太
陽

光

消
火

ポ
ン

プ

プ
ー

ル

２
Ｓ

－
特

－
１

、
２

１
０

１

⑤(２０２)ＭＣＣＢ３Ｐ５０／３０Ａ撤去後、２００Ａ新設。

２
０

１

２
０

２

２
０

３

２
０

４

２
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５

２
０

６
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０
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２
０
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０
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２
１

０

２
１
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２
１

２

２
１
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２
１
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予
備

　
→

　
体

育
館

空
調

機

ケ
ー

ブ
ル

サ
イ

ズ

耐
火

区
画

ケ
ー

ブ
ル

サ
イ

ズ

Ｅ
Ｍ

－
Ｃ

Ｅ
Ｔ

６
０

°

　
　

　
　

Ａ
Ｆ

／
Ａ

Ｔ

配
線

用
遮

断
器

配
線

用
遮

断
器

　
　

　
　

Ａ
Ｆ

／
Ａ

Ｔ

逆
接
続

可
能

型

Ｍ
Ｃ
Ｂ
３
Ｐ

　
２
２
５
／
１

２
５

Ｍ
Ｃ
Ｂ
３
Ｐ
　
２
２
５
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１
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量
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１
１
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０

１
０

．
６

１
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ろ
過
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水

ポ
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プ

保
健

室
空

調
機
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Ｌ
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１

汚
水
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理
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１

０
０
／
１
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０
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０
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ー
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会
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室
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調
機
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０
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１
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０
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１

０
０
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０
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．
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１
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．
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７

図
書

室
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灯

Ｌ
－

１
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職
員

室

体
育

館

旧
用

務
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１
０
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１
０

３

１
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１
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１
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０
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１
１
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池
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源
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Ｌ

－
１
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ル
電

灯

Ｐ
Ａ

Ｓ
、

Ｇ
Ｒ

電
源

Ｅ
Ｌ
Ｂ

３
Ｐ
　
１

０
０
／
１
０
０

Ｅ
Ｌ
Ｂ

３
Ｐ
　
５

０
／
３
０

Ｍ
Ｃ
Ｂ

３
Ｐ
　
２

２
５
／
１
２
５

Ｍ
Ｃ
Ｂ

３
Ｐ
　
２

２
５
／
１
５
０

Ｍ
Ｃ
Ｂ

２
Ｐ
　
５

０
／
２
０

Ｍ
Ｃ
Ｂ

３
Ｐ
　
５

０
／
５
０
０

Ｅ
Ｌ
Ｂ

３
Ｐ
　
５

０
／
５
０

Ｍ
Ｃ
Ｂ

３
Ｐ
　
１

０
０
／
１
０
０

Ｍ
Ｃ
Ｂ

２
Ｐ
　
５

０
／
１
０

Ｍ
Ｃ
Ｂ

３
Ｐ
　
１

０
０
／
７
５

低圧電灯盤

Ｍ
Ｃ
Ｃ

Ｂ
３

Ｐ
　
１

０
０
／

７
５

TOTAL

指定色焼付塗装

3P1

2

3P3

3P4

3P

3P5

ET(ED)

屋外壁掛型 SUS製

TOTAL

3P1

2

3P3

3P4

3P

3P5

屋外壁掛型 SUS製

ET(ELB)

3φ3W 200V

3φ3W 200V

ET(ED) ET(ELB)

50/40

50/40

50/40

50/40

50/40

50/40

50/40

50/40

50/40

50/40

指定色焼付塗装

4.23

4.23

4.23

4.23

4.23

4.23

4.23

4.23

4.23

4.23

21.15

21.15

Ｓ－１(体育館空調)

(体育館空調)Ｓ－２

体育館空調機１

体育館空調機２

体育館空調機３

体育館空調機４

体育館空調機５

体育館空調機１

体育館空調機２

体育館空調機３

体育館空調機４

体育館空調機５

受変電設備単線結線図・分電盤結線図
小野小学校

小野小学校・花鶴小学校体育館空調設備設置工事



PB2

4,635 4,000 1,800
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24,000
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アリーナ
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M

玄関
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トイレ

ス
ロ

ー
プ

X1 X2 X3 X4X1a X2a X3a

1,200

１階平面図 S=1:100

福岡市早良区高取２丁目１８－６
一級建築士事務所登録
　　第１－１０９２４号

西 　 　 幸 　 博１級建築士　第３６１２６５号

甲山建築設計事務所株式会社
工事名

図面名

古賀市

縮尺　Ａ１：１/１００

日付　令和　７．３

倉庫

通路

ステージ 控室２

電灯分電盤

防災電灯盤

昇降装置盤

ﾘﾓｺﾝﾘﾚｰ盤

防具庫 管理室 児童出入口 更衣室１ 洗面室 更衣室２

器具庫

控室１

4,
56

5
3,

80
0

4,
56

5
4,

35
0

4,
18

5
4,

00
0

4,
00

0
4,

18
5

4,
35

0

38
,0

00

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

Y10

ED(ELB)

E14口x2(VE22)

ED

(100)

④

③

PB1

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

1

2

3

4

5

EM-CE5.5口-4C(G28)

EM-CE5.5口-4C(G28)

EM-CE5.5口-4C(G28)

EM-CE5.5口-4C(G28)

EM-CE5.5口-4C(G28)

【S-1動力ｹｰﾌﾞﾙ一覧表】

S-1(体育館空調)

⑤

1

5

4

2

3

4

5

以降、全体平面図参照

１．特記なき凡例は下記による。

【注記】

動力分電盤

電灯分電盤

EM-EEF2.0-3C(E25)

※予備ｽﾍﾟｰｽにMCCB2P30/20Ax1新設

空調リモコン及び収納ボックス  (機械設備工事)

接地極工事　接地埋設標含む(数値は刻印)

PB1 プルボックス　４００×４００×２００,ＳＵＳ,ＷＰ

【幹線ｹｰﾌﾞﾙ一覧表】

②EM-CET60口(FEP65/G70)

③EM-CET60口(G70)

④EM-CET60口(MS55口ﾊﾝｶﾞｰ吊り)

①EM-CET60口(床ｺﾛｶﾞｼ)

⑤EM-CET38口,E8ロx2(床下ｻﾄﾞﾙ固定)

※高所作業車(作業高9m)x1台/日

腕金(900L)x1

1

2

3

4

5

EM-CE5.5口-4C(G28)

EM-CE5.5口-4C(G28)

EM-CE5.5口-4C(G28)

EM-CE5.5口-4C(G28)

EM-CE5.5口-4C(G28)

【S-2動力ｹｰﾌﾞﾙ一覧表】

PB1

(100)

(50)

(床下ｻﾄﾞﾙ固定)

(床下ｻﾄﾞﾙ固定)

(床下ｻﾄﾞﾙ固定)
S-2(体育館空調) 3

1

2

５．貫通穿孔は鉄筋検査機を使用して、鉄筋を避けること。

３．屋外・屋内配管は塗装(ｴｯﾁﾝｸﾞﾌﾟﾗｲﾏｰ１回･塗装２回)とする。

４．分電盤及び室外機への配管接続は金属製可とう電線管を使用すること。

プルボックス　２００×２００×１００,ＳＵＳ,ＷＰ

壁貫通処理　壁厚１５０ｍｍ　開口寸法は図示による

PB2

PB3

プルボックス　２００×２００×２００,ＳＵＳ,ＷＰ

PB3

PB3

PB3

PB3

PB3

PB3

Ｅ－０４

小野小学校・花鶴小学校体育館空調設備設置工事

１階平面図
小野小学校



福岡市早良区高取２丁目１８－６
一級建築士事務所登録
　　第１－１０９２４号

西 　 　 幸 　 博１級建築士　第３６１２６５号

甲山建築設計事務所株式会社
工事名

図面名

古賀市 日付　令和　７．３

分電盤結線図

電圧 [V] 過電流遮断器
回路

負荷容量盤名称・単線結線図 供給室名 備考
MCCB ELCB 定格電流番号 100 200
[P] [P] [AT] [KW]

TOTAL

指定色焼付塗装

3P1

2

3P3

3P4

3P

3P5

ET(ED)

屋外壁掛型 SUS製

TOTAL

3P1

2

3P3

3P4

3P

3P5

屋外壁掛型 SUS製

ET(ELB)

3φ3W 200V

3φ3W 200V

ET(ED) ET(ELB)

50/40

50/40

50/40

50/40

50/40

50/40

50/40

50/40

50/40

50/40

指定色焼付塗装

4.23

4.23

4.23

4.23

4.23

4.23

4.23

4.23

4.23

4.23

21.15

21.15

Ｓ－１(体育館空調)

(体育館空調)

指定色焼付塗装

屋外壁掛型 SUS製

3φ3W 200V

ET(ED)

屋内運動場空調 225/200 42.33P

EM-CET60°

指定色焼付塗装

1

2

3

4

電灯増設盤 屋内壁掛型 鋼板製

欠相保護付

空調用集中リモコン

予備

予備

予備

50/20 50VA

ELCB50/30A

2P

1φ3W 210/105V

50/202P

50/202P

50/202P

TOTAL 50VA

ET(ED)

EM-CE5.5口-3C

M12

Ｓ－体育館空調

Ｓ－２

体育館空調機１

体育館空調機２

体育館空調機３

体育館空調機４

体育館空調機５

体育館空調機１

体育館空調機２

体育館空調機３

体育館空調機４

体育館空調機５

ＣＨ

ＤＳ×３
７.２ｋＶ ２００Ａ
１２.５ｋＡ

ＰＦ×４ Ｆ×２ ＶＴＴ

ＶＴ×２
６.６ｋＶ/１１０Ｖ

電子式マルチメーター
（警報接点付）

ＣＴＴ

ＣＴ×２
５０/５Ａ

ＬＢＳ
７.２ｋＶ ２００Ａ
ＰＦ×３　Ｇ２０Ａ（４０ＫＡ）
（警報出力付）

ＳＲ（６％）
２４３Ｖ
３.１９ｋｖａｒ

ＳＣ　３φ３Ｗ
５３.２ｋｖａｒ
７.０２ｋＶ

デマンド監視装置

パルス信号線

パルス検出器

パルス検出器（ボックス収納）

ＤＭ

５１Ｒ

Ｆ

ＣＴ×２
４００/５Ａ

ＴＲ １φ３Ｗ
６.６ｋＶ/２１０Ｖ-１０５Ｖ
７５ｋＶＡ
（油入、固定取付）

ＺＣＴ

ＡＣ１００Ｖ

ＬＧ-Ｌ

ＯＬ

４９-Ｌ

ＭＤＡ
～

～
Ｖ

電子式マルチメーター
（警報接点付）

ＬＢＳ
７.２ｋＶ ２００Ａ
ＰＦ×２　Ｇ５０Ａ（４０ＫＡ）
（警報出力付）

Ｉ

　既設構内柱

３φ３Ｗ　６.６ｋＶ　６０Ｈｚ

ＺＣＴ

ＴＣ

ＰＤ

九州電力会社柱より

ＶＣＴ

ＣＨ

ＡＣ１００Ｖ

ＰＣＳ×３
７.２ｋＡ １００Ａ

ＥＬＡ

ＬＡ×３
８.４ｋＶ
２５００Ａ

ＤＧＲ

Ｅ１

ＰＡＳ専用ケーブ（ＰＥ２８）

ＯＶＧＲ

ＲＰＲ

Ｌ
　

１

Ｌ
　

２

Ｌ
　

３

Ｌ
　

４

電
灯

（
Ａ

）

体
育

館
　

電
灯

プ
ー

ル
　

電
灯

Ｄ
Ｇ

Ｒ
電

源

Ｅ
Ｌ

Ｒ
電

源

番
号

負
　

荷
　

名
　

称
幹

線
負

荷
容

量
（

Ｍ
Ｃ

Ｃ
Ｂ

）
配

線
用

遮
断

器
（

ｋ
Ｖ

Ａ
）

ケ
ー

ブ
ル

サ
イ
ズ

盤
内

電
源

電
灯

（
Ｂ

）

太
陽

光
発

電
設

備

低圧電灯盤 №１

パ
ル

ス
検

出
器

電
源

Ｖ

ＭＤＡ

Ｗ

φ

Ｉ

Ｗｈ

Ｉ

ＬＢＳ

７．２ｋＶ　２００Ａ
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受変電設備単線結線図・分電盤結線図
花鶴小学校

Ｅ－０５



(100)

(50)

1,500 6,000

24,000

12,000 6,000

2,300 8,000

Y6' Y7' Y8' Y9' Y10'

控室 ステージ

M便所

玄関ホール W便所

更衣室 更衣室

器具庫

通路

5,
00

0
27

,0
00

35
,0

00

8,
00

0

X2

B

D

E

G

X1

9,
00

0

X3

X4

X5

福岡市早良区高取２丁目１８－６
一級建築士事務所登録
　　第１－１０９２４号

西 　 　 幸 　 博１級建築士　第３６１２６５号

甲山建築設計事務所株式会社
工事名

図面名

古賀市

縮尺　Ａ１：１/１００

日付　令和　７．３

１階平面図 S=1:100

中庭

中庭

聴覚教育教室

Ｓ

ED(ELB)

E14口(VE16)

PB1

(50)

(100)

１．特記なき凡例は下記による。

【注記】

【幹線ｹｰﾌﾞﾙ一覧表】

既設ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

※主幹１次側接続

電灯分電盤

電灯増設盤

EM-CE5.5口-3C,E2.0

EM-FCPEE1.2-5P(E25)控室

9L

EM-CE3.5口-3C(E25)

EM-CE3.5口-3C
EM-FCPEE1.2-5P

(床下ｻﾄﾞﾙ固定)

(床下ｻﾄﾞﾙ固定) (床下ｻﾄﾞﾙ固定)アリーナ

EM-FCPEE1.2-5P(E25)

(50)

EM-CE3.5口-3C(E25)

1

2

3

4

5

EM-CE5.5口-4C(G28)

EM-CE5.5口-4C(G28)

EM-CE5.5口-4C(G28)

EM-CE5.5口-4C(G28)

EM-CE5.5口-4C(G28)

(G70)

【S-2動力ｹｰﾌﾞﾙ一覧表】

1

2

3

4

5

EM-CE5.5口-4C(G28)

EM-CE5.5口-4C(G28)

EM-CE5.5口-4C(G28)

EM-CE5.5口-4C(G28)

EM-CE5.5口-4C(G28)

(G70)

【S-1動力ｹｰﾌﾞﾙ一覧表】

1

S-2(体育館空調)

2

3

4

5

3

4

2

1

5

５．貫通穿孔は鉄筋検査機を使用して、鉄筋を避けること。

４．分電盤及び室外機への配管接続は金属製可とう電線管を使用すること。

３．屋外・屋内配管は塗装(ｴｯﾁﾝｸﾞﾌﾟﾗｲﾏｰ１回･塗装２回)とする。

空調リモコン及び収納ボックス  (機械設備工事)

動力分電盤

Ｓ 手元開閉器盤

電灯分電盤

露出型アウトレットボックス　Ｐ.付

接地極工事　接地埋設標含む(数値は刻印)

PB1

PB2

PB3

ハンドホール　Ｈ２－９(Ｒ２Ｋ)

地中埋設標柱

壁貫通処理　壁厚１５０ｍｍ　開口寸法は図示による

9L ２線式リモコンスイッチ　金属.Ｐ

６．埋設配管の深さはＧＬ－６００ｍｍ以上とすること。

７．埋設配管には埋設標識シートを敷設すること。

PB2

PB3

PB3

PB2

PB3

PB3

プルボックス　４００×４００×３００,ＳＵＳ,ＷＰ

プルボックス　３００×３００×３００,ＳＵＳ,ＷＰ

プルボックス　２００×２００×２００,ＳＵＳ,ＷＰ

S-1(体育館空調)

①EM-CET60口,E14ロ(床ｺﾛｶﾞｼ)

③EM-CET38口,E8ロx2(G54)

④EM-CET38口,E8ロx2(床下ｻﾄﾞﾙ固定)

①

②

②

③
④

②EM-CET60口,E14ロ(FEP65/立上げG70)

③

ｺﾝｸﾘｰﾄ斫り･復旧

ｺﾝｸﾘｰﾄ斫り･復旧

小野小学校・花鶴小学校体育館空調設備設置工事

１階平面図
花鶴小学校
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福岡市早良区高取２丁目１８－６
一級建築士事務所登録
　　第１－１０９２４号

西 　 　 幸 　 博１級建築士　第３６１２６５号

甲山建築設計事務所株式会社
工事名

図面名

古賀市 日付　令和　７．３

電気設備工事　特記仕様書

Ｅ－０１

土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）による。

床、壁、天井

露出金属配管の塗装 調合ペイント２回塗り（　・　屋内　　・　屋外（外面被覆鋼管を除く））

は　　つ　　り

屋外の支持金物、ボルト及びナットなどは、溶融亜鉛めっき仕上げ又はステンレス製とする。

フラッシプレート

・　砲金製　　　　・　アルミ合金製

長さ１ｍ以上の入線しない電線管には１．２ｍｍ以上のビニル被覆鉄線を挿入する。呼　　び　　線

屋外の支持金物

及びプルボックス 屋外に使用するプルボックスは、図面に特記なき場合は、ステンレス製とする。

カッターによる。

・　非破壊検査等による埋設物の調査（　・　要　　　　・　不要　）とする。

分電盤、制御盤、端子盤等の２次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管径等は、図面と相違して

も差しつかえない。ただし、相違する場合は監督職員の承諾を受ける。

フロアプレート・ベース

・　水平高低調節付（空転防止リング付）

形状・寸法等 姿図の形状寸法等は、図面表示と多少相違してもよい。

建物への配線引込部の耐震処理は、地中箱独立方式とする。

４）　地中配線によって建物へ引込む場合の処理

３）　軽量機器等の耐震施工

示した方法によらなくともよい。

地盤変位への対応 想定沈下量（　・　小規模　　　・　中規模　　　・　大規模　）

非破壊調査等

なお、範囲は監督職員の指示によるものとし、費用は別途とする。

１００ｋｇ以下の一般機器、一般水槽の据付け、取付けについては、取付け下地を入念に施工し、

機器メーカーの指定する方法で確実に取付け、据付けを行えばよいものとし、特に本基準で

　　・　　引渡しを要するもの　　（　　・　金属類　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　）

　　・　　特別管理産業廃棄物　　（　　・　　ＰＣＢ使用機器　　　・　　　　　　　　・　　　　　　）

　　　（１）　合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボード、

・　特定建設資材廃棄物以外の発生材の処理等

機　　材　　等

次の（１）から（５）を満たすものとする。

て少ないものとする。

いものとする。

放散が極めて少ないものとする。

　　　（４）　塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散させないか、放散が極め

を放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン

　　　（３）　接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない難揮発性の

　　　（２）　保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、放散が極めて少な

その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドを放散させないか、

　　本工事の建物内部に使用する建築材料は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、

　　ただし、これらと同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

２）化学物質を放散させる建築材料等

１）本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又は、これらと同等のものとする。
・　発生材一時保管、集積場所　　・　構内に有り　　・　構内になし

　　　・　再生資源化を図るもの　（　・　ランプ類　　　　　・　　　　　　　　・　　　　　　　　　　）

　　　　　　　ＰＣＢ使用機器は関係法令等に従い適切に処理する。　　

　　・　　ＰＣＢ使用機器の有無については、調査を行い結果を監督員に報告する。

　　・　引渡しを要するもの及び再生資源化を図るもの以外は、構外搬出適切処理とし、搬出処理費は別途とする。

２

電線本数、管路等

最大電力５００ｋｗ以上の場合においても、第１種電気工事士により施工を行う。

４

工事用電力・水・その他 本工事に必要な工事用電力、水、及び官公署その他への諸手続などの費用は、すべて請負業者の負担とする。

建設発生土の処理 ・　構内指示の場所に敷ならし　　・　構内指示の場所にたい積　　　・　構外搬出（約　　　　ｋｍ）

・　既存のコンクリート床、壁などの貫通部の穴開けは、図面に特記なき場合、原則としてダイヤモンド

・　別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。足場・桟橋類

構内につくることが　　　・　できる　　　・　できない

・　設けない

工事用仮設物

監督員事務所

施　工　図　等

仮　　設　　備 仮設備項目（　・　受変電　　　　・　発電　　　　　・　　　　　　）

仮設備期間（　・　図示　　　　　・　　　　　　　）

養　　　生 養生範囲　（　・　　　　　　　　・　　　　　　　）　養生方法（　・　　　　　　　・　　　　　　　　）

撤去後の補修

・　再利用を図る

分　　　類 受け入れ施設名 受け入れ場所 搬出距離

建設発生土

耐　震　施　工

１）　設計用水平地震力

電子データ　　・　提出要　　・　提出不要　　・　既設施工図の修正

施工図等を電子データにより作成する場合は、下記によるほか監督職員の指示による。

提出様式 提出データ提　出　図 部数

・　設ける

上記に示す受け入れ場所・距離は参考であり、実施にあたっては監督職員と協議のうえ決定する。

機材の品質・性能証明

施　工　調　査 下記によるほか、改修標準仕様書による。

　調査項目（　・　　　　　　　　・　　　　　　）

　調査範囲（　・　図示　　　　　・　　　　　　）

　調査方法（　・　図示　　　　　・　　　　　　）

室内空気中の化学物質３

設備機材は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明資料又は外部機関が発行する資料等の

写しを監督職員に提出して承諾を受ける。

なお、標準仕様書に規定される製作図、試験成績表を含む。

の濃度測定

完　成　図　等

ＣＡＤデータ　　　・　提出要　　　・　提出不要　　　・　既存完成図の修正

完成図（製本）及び原図　　　　　・　提出要　　　　　・　提出不要　　　　　・　既存完成図の修正

完成図を提出する場合は、下記によるほか監督員の指示による。

提出様式　　　　　　　部数

原図　　　ドラガー用紙（Ａ１）　　１部

製本　　　黒表紙製本　　　　　・　３部　　　　・　２部

ＣＤ－Ｒを１部提出する。

原図及び複写図（１部）を監督職員に提出する。ただし、製作図等で原図として提出が出来ないものは、

工事が完成（指定部分に係わる完成を除く）したときは、本工事で作成する施工図等のうち、下記の

壁付け器具、床置き機器、天井付け機器の撤去跡の取付ボルト孔、壁面、天井面の変色等は補修を行う。

なお、施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲する。

原図に代わるものとしてよい。

耐震固定の計算書機器，配管固定の施工図試験成績書制御システム図機器製作図施工図等

２部ＣＡＤ制御システム図　　機器、配管固定の施工図ＣＤ－Ｒ電子データ

完成図をＣＡＤデータにより作成する場合は、営繕工事電子納品要領（案）によるほか、完成図データのみの

機器の重量［ｋｇｆ］に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。なお、特記なき場合、設計用

標準水平震度は、次による。

フラッシプレートは、図面に特記なき場合（　・　金属製（ステンレス、新金属も含む）　・　樹脂製）とする。

６

７

９

８

１７

１６

１５

１４

１３

１２

１０

１１

電気工事士５

（ＥＢは、Ｄ＝１４、Ｗ＝４０、Ｌ＝１，５００）

接　地　の　種　類 記　　号 接　　地　　極

電

力

共　　　同 ＥＡ・Ｂ・Ｄ
１枚以上

ＥＢ ２本以上

Ａ　種（第１種） ＥＡ

ＥＢ

６本以上

本以上

本以上

本以上

本以上

本以上

本以上

枚以上

２

１

６

１

２

６

１

１本以上

６本以上

１本以上

ＥＢ

ＥＢ

ＥＢ

ＥＢ

Ｂ

Ｅ

Ｅ

Ｄ

ＥＣ

Ｅ

Ｅ

ｔ

ＤｔＥ

ＤａＥ

ＥＬｔ

Ｅ

Ｅ

Ｂ　種（第２種）

Ｄ　種（第３種）

通

信

情

報

構　内　交　換　機　用

直流電源装置（陽極）

保　安　用 １０Ω 以下

保　安　用 １００ Ω 以下

拡声用増幅器 Ω

電路の保護 特記のない引き下げ部分及び露出部分の配線はＭＭ１（Ａ型）にて保護する。貫通部分の配線は、金属管

などにて保護する．

ハイテンション ・　上下動形　　　　・　内部固定形　　　　・　外部固定形

照明器具の接地 コードペンダント以外の放電灯器具及び水気のある場所の白熱灯器具は、接地する。なお、金属管配線

予　備　配　管

の場合は、配管を利用してもよい。（乾燥した場所のコンパクト形器具（２７Ｗ以下）を除く）

埋込形分電盤からの立上がり予備配管は、予備の配線用遮断器４個以下の場合（ＰＦ２２）を１本、５個

以上の場合（ＰＦ２２）を２本、天井まで立上げる。なお、スラブ天井の場合は、天井又は梁下２００ｍｍ

まで立上げ、アウトレットボックスを取付ける。

二重天井の場合は、天井内まで立上げ、アウトレットボックスを取付ける。

ローテンション 一般用　　　　個

合成樹脂製とし、寸法ｔ５×１５０×１５０で白地に青とする。

電話機への配線 ・　電話機１台につき次のものを見込む。　　　　　　・　図示による

エッチングプライマー、指定色仕上。

の溶融亜鉛めっきを施したものとする。

Ａｔ

外灯ポ－ル

分電盤キャビネットの塗装は、指定色仕上げとする。盤　類　の　塗　装

再　使　用　機　器 取外し再使用機器は、性能確認のため絶縁抵抗測定を行う。

接地極の材料は、下表による。

蛍光灯安定器、ランプ 図面に特記なき場合は、下表による。

二重床用アウトレット ・　電力用　　　　　・　通信用　　　　　　・　電力、通信用

アウトレット

身障者のための

地中埋設標

低圧地中幹線路及び通信地中幹線路にも設ける。

電　線　類 本工事においては、次の電線類（ＥＭケーブル）の規格及び記号を追加する。

接地極付きコンセント 接地極付きコンセントは、プラグ無しとする。

標識シート

蛍　　光　　灯　　の　　種　　類 安定器の種類

一般形 Ｄ１８形，Ｄ２７形

Ｈｆ形

Ｈｆ形
Ｈｆ１６形 Ｐ　Ｘ

Ｅ　Ｌ

Ｅ　Ｌ

通信用　　　・　鉄製　　個ふ設する。　　　・　コンクリート製　　　個ふ設する。

Ｈｆ３２形

Ｐ　Ｎ

コンセント 発電機回路に接続されるコンセントは、原則として赤色とする。

基　本　料　金 本受電後の基本料金を下記のとおり負担する。

契約種別－－　　　　　　契約電力－－　　　　　　期　　間－－

国際シンボルマーク

Ｅ ＥＢ 本以上

Ｐ　Ｈ
直管形

高輝度誘導灯

測　　定　　用

枚２

６

１本以上ＥＢ

ＥＬＡ

ＬＬＣ

Ｅ０

雷　保　護　設　備

保

護

高　圧　避　雷　器 ＬＨ雷

ＬＬＤ

ＥＢ 本以上１

以下１００

消防庁告示

消防庁告示

耐熱ケーブル

耐火ケーブル

ＵＴＰケーブル

マイクケーブル
磁気シールド （例）

ＥＭ－４Ｅ６

ＥＭ－ＦＰ－Ｃ

ＥＭ－ＨＰ

ＥＭ－ＦＰ

ＥＭ－ＵＴＰ

　規　　　　　　　　　　　　　　格呼　　称 記　号

インバーター装置の

　　　　　　規約効率

三相可変速運転用インバーター装置の規約効率は、次の数値以上とする。

備考）（１）電動機の供給電圧は２００Ｖ又は４００Ｖとする。

　　　（２）インバーター効率は、１００％負荷時の値とする。

ビニル電線等を使用する旨の記載があるものは、ＥＭケーブルの規格を含むものとする。

ＥＭケーブルの電線の色別は、原則として標準仕様書による。

　　　４．上記２．３．の特性は、電力用エコ電線類の規格を準用する。

　　　同号Ａの７（燃焼時発生ガスの酸性度）による。

　　　３．発煙濃度及び燃焼時発生ガスの酸性度は、ＪＣＳ第３９７号Ａの５（発煙濃度）、

　　　２．難燃は電線またはケーブルについて行い、ＪＩＳ　Ｃ　３００５の２８（難燃）による。

共通：１．電線・ケーブルは、ハロゲン及び鉛を含まない材料により構成されているものとする。

（ ）

（ ）

（ ）

外灯ポールは、亜鉛付着量３５０ｇ／㎡（ＪＩＳ　Ｈ　８６４１「溶融亜鉛めっき」に規定するＨＤＺ３５）以上

ＪＩＳ　Ｘ　５１５０「構内情報配線システム」に準じ、絶縁材及びシースにＪＣＳ規格

によるＥＭケーブルの耐燃性ポリエチレンを用いたもの

６００Ｖ、６６００Ｖ耐火ケーブルに準拠し、耐燃性ホ゜リエチレン樹脂を
主体としたコンパウンドでシースを施したもの

６００Ｖ、６６００Ｖ耐熱ケーブルに準拠し、耐燃性ホ゜リエチレン樹脂を
主体としたコンパウンドでシースを施したもの

主体としたコンパウンドでシースを施したもの

磁気シールドマイクケーブルに準拠し、耐燃性ポリエチレン樹脂を

電話引込口の保安器用（１００Ｖ以下）

Ｃ　種（特別第３種）（１０Ω以下）

低　圧　避　雷　器（３００Ｖ以下）

低　圧　避　雷　器（３００Ｖ超）

ＥＰ－０．６

ＥＰ－０．９

ＥＰ－０．９

電力用　　　・　鉄製　　個ふ設する。　　　・　コンクリート製　　　個ふ設する。

２９

３０

３１

４８

接地極

３２

３５

３６

３８

３９

４０

４１

４２

４３

４４

４５

４６

４７

コンハ゜

クト形

Ｐ３２形，Ｐ４５形，Ｈ１６形，Ｈ２４形，Ｈ３２形，Ｈ４２形

表　　示 スイッチ・コンセント・ブランクプレート及びプルボックスなどで用途の判別し難いものは、表示する。

ハンドホール・マンホールのふたは、用途別に「電力」「通信」と表示する。

名 称 測 点 取付高（ｍｍ） 名 称 測 点 取付高（ｍｍ）

出
退
・

マ
ル

チ
サ
イ
ン

誘
　

導
　

支
　

援

動

力

時

計

拡

声

電

灯

火

災

報

知

構

内

交

換

電
力

共
通

テ

レ

ビ

共

同

受

信

注）天井高３，０００ｍｍ以上の場合は、監督職員と協議する。

２，３００

２，１００

３００

３００

１５０

１，３００

９００

１，５００

２，３００

１，３００

３００

１５０

２００

１５０～２００

天井高×０．９

天井高×０．９

地上～窓中心

床上～中心

床上～中心

〃

〃

〃

〃

〃

〃

鏡上端～中心

壁掛形制御盤 床上～中心

開　閉　器　箱 〃

操作スイッチ

警　報　盤

〃

〃

端　子　盤（室内） 床上～下端

集合保安器箱 天井下～上端

床上～中心

〃

壁掛形親時計

子　時　計

壁掛形スピーカ

壁付アッテネータ

時　報　子　時　計

床上～中心

〃

〃

〃

〃

取引用計器

引込開閉器

（和室）〃

壁付電話機（一般） 〃

台上～中心

床上～中心

床上～中心

　　　〃　（踊場）

　　　〃　（鏡上）

　　　〃　（車椅子用）

　　　〃　（土間）

　　　〃　（台上）

　　　〃　（和室）

壁付コンセント（一般）

スイッチ（多機能トイレ）

スイッチ

分　電　盤

床上～中心

壁　付　発　信　器 〃

ベル・ブザー・チャイム 〃

壁付押ホ゛タン（一般） 〃

テレビ端子（一般）

テレビ端子（和室） 〃

機　器　収　容　箱 天井下～上端

受信機・副受信機

機　器　収　容　箱

発　信　機

ベ　　　ル

表　示　灯

床上～操作部

〃

〃

〃

床上～上端

表示盤

液化石油ガス用検知器

（和室）〃

インターホン親機

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

床上～中心

壁付アウトレットホ゛ックス（一般）

ブ　ラ　ケ　ッ　ト（一般）

１，５００（上端１，９００以下）

床上～中心

壁付復帰ホ゛タン（多機能トイレ）

壁付押ホ゛タン（多機能トイレ）

壁付表示灯（多機能トイレ）

壁付インターホン（上記以外）

外部受付用インターホン（子機）

天井高×０．９

１，８００～２，２００

１，８００～２，０００

８００～１，３００

９００

２，１００～２，３００

２，０００～２，５００

１５０

３００

１，１００

１，３００

１，５００

１，３００

１，８００

１５０

２００

３００

１５０

３００

１，３００

２，３００

１，３００

８００～１，５００

８００～１，５００

８００～１，５００

１，３００

２，３００

１，３００

標準図による

インハ゛ーター効率（％）

電動機出力（ｋＷ） １．５ ２．２ ３．７ ５．５ ７．５ １１ １５ １８．５ ２２ ３０ ３７ ４５０．４ ０．７５

８５．０ ９１．０ ９４．５９４．０９３．０ ９３．５９２．５９２．０９１．５９０．５９０．０８９．５８８．５８７．０

　　　工事概要

１．工事場所

２．建物概要

建物名称 構　　造

３．工事種目及び工事科目（・印の付いたものが対象工事）

工 事 目

建物別及び屋外

・ 電灯設備

・ 電熱設備

・ 監視カメラ設備

・ 駐車場管制設備

・ 自動火災報知設備

延面積（ｍ　）

工 事 種 目

・ 受変電設備

・ 電気時計設備

・ 拡声設備

・ 静止形電源設備

・ 雷保護設備

・ 映像・音響設備

階　数

・ 構内情報通信網設備

・ 構内交換設備

・ 情報表示設備

・ インターホン設備

科

消防法施行令

・ 動力設備

・ 中央監視制御設備

ー式

・ 防犯・入退室管理設備

・ テレビ共同受信設備

備　　　考

・ 構内配電線路

・ 構内通信線路

屋外

ー式 ー式 ー式 ー式 ー式

ー式ー式ー式ー式ー式ー式

ー式ー式ー式ー式ー式ー式

ー式ー式ー式ー式ー式ー式

ー式ー式ー式ー式ー式ー式

ー式ー式ー式ー式ー式ー式

ー式ー式ー式ー式ー式ー式

ー式ー式ー式ー式ー式ー式

ー式ー式ー式ー式ー式ー式

ー式ー式ー式ー式ー式ー式

ー式ー式ー式ー式ー式ー式

ー式ー式ー式ー式ー式ー式

ー式ー式ー式ー式ー式ー式

ー式ー式ー式ー式ー式ー式

ー式ー式ー式ー式ー式ー式

ー式ー式ー式ー式ー式ー式

ー式ー式ー式ー式ー式ー式

ー式ー式ー式ー式ー式

ー式ー式ー式ー式ー式ー式

ー式ー式ー式ー式ー式ー式

ー式

ー式

ー式

ー式

Ⅰ

・ 発電設備

建築基準法 別表第一

仕様書

（１）図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の下記仕様書等のうち、・印がついたものによる。

　　　１）　再資源化等が完了した年月日

　　　２）　再資源化等をした施設の名称及び所在地　

４．指定部分 無

有 対象部分：

（１）項目は、番号に○印のついたものを適用する。

２

１

特　記　仕　様

共　通　仕　様

　　　工　事　　仕　　様

（２）特記事項のうち選択する事項は、・に○印の付いたものを適用する。

項　　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

なお、機械設備工事の工事仕様は（　　／　　）図、建築工事の工事仕様は（　　／　　）図による。

・　公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（最新版）（以下「標準仕様書」という。）

（２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。

発生材の処理等について ・　本工事は「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」（平成１２年５月３１日法律第１０４号）

　　の対象建設工事であり、分別解体、特定建設資材の再資源化等について適切な処置を行なう。

　　ただし、工事契約後にやむをえない事情により予定した条件により難い場合は監督職員と協議する。

　　分別解体・再資源化等の完了時に、以下の事項を書面にて監督職員に報告する。

　　　３）　再資源化等に要した費用

（１）　分別解体の方法

・　公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（最新版）（以下「改修標準仕様書」という。）

・　公共建築工事標準図（電気設備工事編）（最新版）（以下「標準図」という。）

Ⅱ

（ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１

工　程

・　新築

作　業　内　容

・　増築

電気設備工事

分　別　解　体　の　方　法

・　手作業

・　修繕

・　模様替

・　有

・　無

・　手作業・機械作業併用

（２）　特定建設資材廃棄物の種類と再生資源化等をする施設

　特定建設資材廃棄物の種類

・　コンクリート

・　コンクリート及び鉄から成る建設資材

再生資源化等をする施設の名称 所　　在　　地

・　木　　　材

・　アスファルト・コンクリート

・　配電盤　　　・　発電装置（防災用）　　　・　直流電源装置　　　・　交流無停電電源装置

・　交換機　　　・　自動火災報知受信機　　　・　中央監視装置　　　

　　上層階の定義は次による。

　　１３階建以上の場合は上層４階

２）　設計用鉛直地震力

　　　　　　設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

重要機器 一般機器

機器

防振支持の機器

水槽類

機器

防振支持の機器

水槽類

機器

防振支持の機器

水槽類

中間階

上層階

屋上及び塔屋

・　特定の施設 ・　一般の施設
機器種別設置場所

重要機器 一般機器

該当する建築材料ホルムアルデヒドの放散量

規　制　対　象　外

１　ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆規格品

２　建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交通大臣認定品

　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　ｂ．接着剤等不使用

　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散さ

　　　せない材料使用
　ｄ．ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用

　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散さ

　　　せない塗料使用

　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散さ

　　　せない塗料等使用　

１　ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆規格品

２　建築基準法施行令第２０条の７第３項による国土交通大臣認定品

３　旧ＪＩＳのＥ第　　三　　種

３　下記表示のあるＪＡＳ規格品

室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの濃度を測定し、

監督職員に報告すること。

測定はパッシブ型採取機器により行う。

　　測定対象室　　・　図示　　　　　　

　　測定箇所数　　・　図示　　　　　　

　　測定時期　　　・　工事着工前　　　・　施工終了時

・　本工事で設置する。（改修標準仕様書第１編２．１．２によるほか下記による。）

・　内部足場等（　・　　　　種　　・　　　　　種）

・　外部足場等（　・　　　　種　　・　　　　　種）

　　「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

　　のを使用する。ただし、該当する材料等がない場合は、第三種のものを使用する。

　　ヒドの放散が極めて少ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則として規制対象外のも

　　なお、ホルムアルデヒドを放散させないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムアルデ

　　　　　の什器等は、ホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　　（５）上記（１）、（３）及び（４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他

４　旧ＪＡＳのＦ

○規格品

○○規格品

設計用標準水平震度

２．０　　　　１．５

２．０　　　　２．０

２．０　　　　１．５

１．５　　　　１．０

２．０　　　　１．５

１．５　　　　１．０

１．０　　　　０．６

１．５　　　　１．０

１．０　　　　０．６

０．６　　　　０．４

１．０　　　　０．６

１．０　　　　０．６１．５　　　　１．０

１．０　　　　１．０

１．０　　　　０．６

１．５　　　　１．０

１．５　　　　１．５

１．５　　　　１．０

　　　　２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、１０～１２階建の場合は上層３階、

重要機器

地下・１階

２

ー式

２８

　事前調査（　・　本工事　　　　・　別途工事　）

３４

３３

３７

１９

１８

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

１，５００（上端１，９００以下）

１，５００（上端１，９００以下）

壁付アウトレットホ゛ックス（一般）

※ＬＥＤ器具採用

※入札時配布の竣工時提出書類等仕様一覧を提出すること。

・ 太陽光電気設備 ー式

別表－１　工事区分表（一般的な工事区分を示す）

建築工　　　　　事　　　　　内　　　　　容

避雷針の基礎

テレビアンテナ基礎

自家発電機の基礎、太陽光パネルの基礎

配電盤・制御盤の基礎

屋　上

屋　外

屋　内

機械設備電気設備

床下水槽のマンホールふた

空調ライン設備プレート

照明ライン設備プレート

機器などへの１次側配管配線及び接続

シャワーユニット、バスユニット、洗濯機パン

エレベーター出入口三方枠（金属製）

ボード・Ｔバー

エレベーター出入口三方枠（石製）

システム天井

ＴＥＮキー及び制御盤

電気錠及び通電金具
電　　気　　錠

ガス漏れ検知器

はめ込形洗面器用カウンター（前板共）

電　極　棒

防火扉レリーズ

鏡

電気配管配線

汚水、雑排水

便所手すり

（たてどい）

雨　水

雨　水　立　管

屋外排水管

上記開口部の補強

オイルサービスタンクの防油堤

ダクト、チャンバーの接続用フランジを含む

スリーブの穴埋め（型枠の穴埋めを含む）

排水トラップ共

タンク基礎

流　し　台

防　　油　　堤

換気扇の取付枠

湯沸室のフード

上記開口部の墨出し

外部取付ガラリ

空　調　用

自家発用

埋込形盤類及び、箱類の型枠

軽量鉄骨下地、壁天井ボード類の切込

開　口　部

梁、床、壁貫通スリーブ

梁、床、壁貫通部型枠

屋外設置

屋内設置

屋上設置（防水立上りを設ける部分）

架台・アンカーボルト

架台・アンカーボルト

フリーアクセスフロアの複合アウトレット用開口（工場加工）

フリーアクセスフロアの予備開口（工場加工）及びプレート

フリーアクセスフロアの複合アウトレット取付及び配線

個別パッケージの室内機、室外機の渡り配線（接地共）

小便器用節水装置の制御盤以降の２次側の配管配線

煙感知器から連動制御盤を経て防煙ダンパに至る配管配線

屋上設置（上記以外）

ガスボンベ転倒防止用の鎖

機器などから操作スイッチ等への２次側配管及び埋込ボックス

機器などから操作スイッチ等への２次側配線及び接続

自動制御盤と動力盤との渡り配管配線

機　器　の　基　礎

機　　械　　関　　係

電　　気　　関　　係

２　他工事との取合い事項は、別表－１による。

点　　検　　口

設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針最新年度版」（国

・　ＥＭ－ＴＩＥＥ　　　０．６５－２Ｃ（　・　　　ｍ　　・　　ｍ）

・　ＥＭ－ＢＴＩＥＥ　　　０．５ー２Ｐ　（　・　　　ｍ　　・　　ｍ）

・２号ワイヤープロテクタ　　　　ｍ

１　機器の標準取付高さは、やさしさをもった街づくり要綱・図面に特記がない場合は、下表による。

ー式

屋内

改修

ＲＣ造 地上２階

改修

改修

改修

小野小学校・花鶴小学校体育館空調設備設置工事

小野小学校・花鶴小学校体育館空調設備設置工事

福岡県古賀市米多比１３９０－２・福岡県古賀市花鶴丘１丁目２１

小野小学校体育館

ＲＣ造 地上２階花鶴小学校体育館



福岡市早良区高取２丁目１８－６
一級建築士事務所登録
　　第１－１０９２４号

西 　 　 幸 　 博１級建築士　第３６１２６５号

甲山建築設計事務所株式会社
工事名

図面名

古賀市 日付　令和　７．３

グ ラ ウ ン ド

廊 下

･･･ 今回工事対象建物を示す。配置図 Ｓ＝１：３００

ポンプ室

消火水槽

受水槽

既設キュービクル

縮尺　Ａ１：１/３００

Ｅ－０２

体 育 館

浄化槽

便 所テ ラ ス

教 室 棟 ②

教 室 棟 ①

プ ー ル 棟

大 プ ー ル

管 理 棟

生徒昇降口

多 目 的 ホ ー ル 棟

正 門

学 童 保 育 所

小 プ ー ル
旧 用 務 員 室

テ ラ ス

隣 地 境 界 線

県 道 （ 1 5 1 9
号 ）

隣 地 境 界 線

隣
地

境
界

線

町 道 （ 1 5 1 6号
）

隣 地 境 界 線

河 川

①

②

③
④ 既設電柱

既設ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ

【幹線ｹｰﾌﾞﾙ一覧表】

①EM-CET60口(床ｺﾛｶﾞｼ)

※高所作業車(作業高9m)x1台/日

③EM-CET60口(G70)

④EM-CET60口(MS55口ﾊﾝｶﾞｰ吊り)

１．特記なき凡例は下記による。

【注記】

地中埋設標柱

３．屋外・屋内配管は塗装(ｴｯﾁﾝｸﾞﾌﾟﾗｲﾏｰ１回･塗装２回)とする。

６．埋設配管の深さはＧＬ－６００ｍｍ以上とすること。

７．埋設配管には埋設標識シートを敷設すること。

②EM-CET60口(FEP65)
引込自在ﾊﾞﾝﾄﾞx1

小野小学校・花鶴小学校体育館空調設備設置工事

全体平面図
小野小学校



注記

※改造工事は電気主任技術者立会とする。

※撤去する変圧器のＰＣＢ検査は本工事とする。

ＣＨ

福岡市早良区高取２丁目１８－６
一級建築士事務所登録
　　第１－１０９２４号

西 　 　 幸 　 博１級建築士　第３６１２６５号

甲山建築設計事務所株式会社
工事名

図面名

古賀市 日付　令和　７．３ Ｅ－０３

分電盤結線図

電圧 [V] 過電流遮断器
回路

負荷容量盤名称・単線結線図 供給室名 備考
MCCB ELCB 定格電流番号 100 200
[P] [P] [AT] [KW]

Ｆ（５Ａ）ＶＴＴ

６６００／１１０Ｖ

ＶＴ×２

ＥＡ

ＰＡＳ
７．２ｋＶ　２００Ａ

６ｋＶ　ＥＭ－ＣＥＴ６０°

　　　

ＥＬＡ

 ＰＣＳ

８．４ＫＶ
　ＬＡ

３φ３Ｗ　６６００Ｖ　６０Ｈｚ

ＧＲ

Ｉ　　＞

５１Ｒ

 

ＣＴＴ

 

６６００／２１０－１０５Ｖ

油入、固定取付

ＴＲ１　１φ３Ｗ

１００ｋＶＡ

１回路用

７．２ｋＶ　２００Ａ

ＰＦ：Ｇ３０Ａ

Ｌ＝６％

Φ

Ｗ

マルチメーター

接地端子

ＥＡ Ｅ補 Ｅ補ＥＢ ＥＤＥＤ
（ＥＬＢ）

 
Ｆ（５Ａ）

マルチメーター

Ｅ２２°Ｅ１４°

MDA

MDA

Ｅ１４°

７．２ｋＶ　２００Ａ

トップランナー

ＯＶＧＲ ＲＰＲ

単独運転検出機能

マルチリレー

九州電力会社柱より

高圧引込開閉器

既設構内柱

ＰＦ

Ｉ　＞

ＥＬ

Ｖ

Ｖ

ＰＦ：Ｇ５０Ａ →　ＰＦ：Ｇ６０Ａ

３０／５Ａ

ＣＴ×２

Ｌ
Ｅ

Ｄ
１

０
Ｗ

Ａ
Ｃ
１
０
０
Ｖ

ｎ×

Ｅ

ＤＳ ｎ×

×ｎ

Ｔ
Ｈ

③

④

→　４０／５Ａ

ＰＦ：３０Ａ

ＬＢＳ

ＷｈＶＣＴ

ＣＨ

ＳＲ１

７９.８ｋｖａｒ

４.７９ｋｖａｒ

ＳＣ１
７．２ｋＶ　

ＬＢＳ　３Ｐ ＰＣ×２
７．２ｋＶ　３０Ａ

ＣＴ×２

５００／５Ａ

 
Ｆ（５Ａ）

油入、固定取付１回路用

６６００／２１０Ｖ

マルチメーター

MDA

トップランナー

ＥＬ

Ｖ

ＴＲ２　３φ３Ｗ

１５０ｋＶＡ →　２００ｋＶＡ

→　７５０／５Ａ

ＣＴ×２

５００／５Ａ

①

②

ＰＣ×３
７．２ｋＶ　３０Ａ
ＰＦ：３０Ａ

既設受変電設備改造内訳

①ＴＲ２：３φ３Ｗ１５０ｋＶＡ撤去後、２００ｋＶＡ新設。

②ＣＴ×２の５００／５Ａ撤去後、７５０／５Ａ新設。

④ＣＴ×２の３０／５Ａ撤去後、４０／５Ａ新設。

③ＬＢＳのＰＦ：Ｇ５０Ａ撤去後、ＰＦ：Ｇ６０Ａ新設。

既設受変電設備結線図

番
号

幹
線

負
　

荷
　

名
　

称

低圧動力盤

幹
線

番
号

負
　

荷
　

名
　

称

太
陽

光

消
火

ポ
ン

プ

プ
ー

ル

２
Ｓ

－
特

－
１

、
２

１
０

１

⑤(２０２)ＭＣＣＢ３Ｐ５０／３０Ａ撤去後、２００Ａ新設。

２
０

１

２
０

２

２
０

３

２
０

４

２
０

５

２
０

６

２
０

７

２
０

８

２
０

９

２
１

０

２
１

１

２
１

２

２
１

３

２
１

４

予
備

　
→

　
体

育
館

空
調

機

ケ
ー

ブ
ル

サ
イ

ズ

耐
火

区
画

ケ
ー

ブ
ル

サ
イ

ズ

Ｅ
Ｍ

－
Ｃ

Ｅ
Ｔ

６
０

°

　
　

　
　

Ａ
Ｆ

／
Ａ

Ｔ

配
線

用
遮

断
器

配
線

用
遮

断
器

　
　

　
　

Ａ
Ｆ

／
Ａ

Ｔ

逆
接
続

可
能

型

Ｍ
Ｃ
Ｂ
３
Ｐ

　
２
２
５
／
１

２
５

Ｍ
Ｃ
Ｂ
３
Ｐ
　
２
２
５

／
１
２
５

Ｍ
Ｃ
Ｂ

３
Ｐ
５
０

／
３
０
→
　
２

２
５
／
２
０
０

（
ｋ

Ｗ
）

負
荷

容
量

負
荷

容
量

（
ｋ

Ｖ
Ａ

）

１
１

．
０

１
０

．
６

１

３
．

０

⑤

ＩＶ６０°x３

ろ
過

ポ
ン

プ
、

揚
水

ポ
ン

プ

保
健

室
空

調
機

Ｐ
Ｌ

－
１

汚
水

処
理

Ｍ
Ｃ
Ｂ

３
Ｐ
　
１

０
０
／
１
０
０

Ｍ
Ｃ
Ｂ

３
Ｐ
　
５

０
／
５
０

Ｍ
Ｃ
Ｂ

３
Ｐ
　
５

０
／
５
０

管
理

棟
空

調
機

教
室

棟
１

空
調

機

教
室

棟
２

空
調

機

特
別

教
室

棟
空

調
機

空
調

動
力

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
教

室
空

調
機

会
議

室
空

調
機

Ｍ
Ｃ
Ｂ

３
Ｐ
　
１

０
０
／
１
０
０

Ｍ
Ｃ
Ｂ

３
Ｐ
　
１

０
０
／
６
０

Ｍ
Ｃ
Ｂ

３
Ｐ
　
１

０
０
／
７
５

Ｍ
Ｃ
Ｂ

３
Ｐ
　
１

０
０
／
１
０
０

Ｍ
Ｃ
Ｂ

３
Ｐ
　
２

２
５
／
２
２
５

Ｍ
Ｃ
Ｂ

３
Ｐ
　
１

０
０
／
１
０
０

Ｍ
Ｃ
Ｂ

３
Ｐ
　
１

０
０
／
７
５

４
２

．
３

６
．

１
９

２
１

．
５

３
２

．
６

１
６

．
９

７

図
書

室
電

灯

Ｌ
－

１
、

職
員

室

体
育

館

旧
用

務
員

１
０

２

１
０

３

１
０

４

１
０

５

１
０

６

１
０

７

１
０

８

１
０

９

１
１

０
蓄

電
池

制
御

電
源

Ｐ
Ｌ

－
１

プ
ー

ル
電

灯

Ｐ
Ａ

Ｓ
、

Ｇ
Ｒ

電
源

Ｅ
Ｌ
Ｂ

３
Ｐ
　
１

０
０
／
１
０
０

Ｅ
Ｌ
Ｂ

３
Ｐ
　
５

０
／
３
０

Ｍ
Ｃ
Ｂ

３
Ｐ
　
２

２
５
／
１
２
５

Ｍ
Ｃ
Ｂ

３
Ｐ
　
２

２
５
／
１
５
０

Ｍ
Ｃ
Ｂ

２
Ｐ
　
５

０
／
２
０

Ｍ
Ｃ
Ｂ

３
Ｐ
　
５

０
／
５
０
０

Ｅ
Ｌ
Ｂ

３
Ｐ
　
５

０
／
５
０

Ｍ
Ｃ
Ｂ

３
Ｐ
　
１

０
０
／
１
０
０

Ｍ
Ｃ
Ｂ

２
Ｐ
　
５

０
／
１
０

Ｍ
Ｃ
Ｂ

３
Ｐ
　
１

０
０
／
７
５

低圧電灯盤

Ｍ
Ｃ
Ｃ

Ｂ
３

Ｐ
　
１

０
０
／

７
５

TOTAL

指定色焼付塗装

3P1

2

3P3

3P4

3P

3P5

ET(ED)

屋外壁掛型 SUS製

TOTAL

3P1

2

3P3

3P4

3P

3P5

屋外壁掛型 SUS製

ET(ELB)

3φ3W 200V

3φ3W 200V

ET(ED) ET(ELB)

50/40

50/40

50/40

50/40

50/40

50/40

50/40

50/40

50/40

50/40

指定色焼付塗装

4.23

4.23

4.23

4.23

4.23

4.23

4.23

4.23

4.23

4.23

21.15

21.15

Ｓ－１(体育館空調)

(体育館空調)Ｓ－２

体育館空調機１

体育館空調機２

体育館空調機３

体育館空調機４

体育館空調機５

体育館空調機１

体育館空調機２

体育館空調機３

体育館空調機４

体育館空調機５

受変電設備単線結線図・分電盤結線図
小野小学校

小野小学校・花鶴小学校体育館空調設備設置工事
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福岡市早良区高取２丁目１８－６
一級建築士事務所登録
　　第１－１０９２４号

西 　 　 幸 　 博１級建築士　第３６１２６５号

甲山建築設計事務所株式会社
工事名

図面名

古賀市

縮尺　Ａ１：１/１００

日付　令和　７．３

倉庫

通路

ステージ 控室２

電灯分電盤

防災電灯盤

昇降装置盤

ﾘﾓｺﾝﾘﾚｰ盤

防具庫 管理室 児童出入口 更衣室１ 洗面室 更衣室２

器具庫

控室１

4,
56

5
3,

80
0

4,
56

5
4,

35
0

4,
18

5
4,

00
0

4,
00

0
4,

18
5

4,
35

0

38
,0

00

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

Y10

ED(ELB)

E14口x2(VE22)

ED

(100)

④

③

PB1

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

(50)

1

2

3

4

5

EM-CE5.5口-4C(G28)

EM-CE5.5口-4C(G28)

EM-CE5.5口-4C(G28)

EM-CE5.5口-4C(G28)

EM-CE5.5口-4C(G28)

【S-1動力ｹｰﾌﾞﾙ一覧表】

S-1(体育館空調)

⑤

1

5

4

2

3

4

5

以降、全体平面図参照

１．特記なき凡例は下記による。

【注記】

動力分電盤

電灯分電盤

EM-EEF2.0-3C(E25)

※予備ｽﾍﾟｰｽにMCCB2P30/20Ax1新設

空調リモコン及び収納ボックス  (機械設備工事)

接地極工事　接地埋設標含む(数値は刻印)

PB1 プルボックス　４００×４００×２００,ＳＵＳ,ＷＰ

【幹線ｹｰﾌﾞﾙ一覧表】

②EM-CET60口(FEP65/G70)

③EM-CET60口(G70)

④EM-CET60口(MS55口ﾊﾝｶﾞｰ吊り)

①EM-CET60口(床ｺﾛｶﾞｼ)

⑤EM-CET38口,E8ロx2(床下ｻﾄﾞﾙ固定)

※高所作業車(作業高9m)x1台/日

腕金(900L)x1

1

2

3

4

5

EM-CE5.5口-4C(G28)

EM-CE5.5口-4C(G28)

EM-CE5.5口-4C(G28)

EM-CE5.5口-4C(G28)

EM-CE5.5口-4C(G28)

【S-2動力ｹｰﾌﾞﾙ一覧表】

PB1

(100)

(50)

(床下ｻﾄﾞﾙ固定)

(床下ｻﾄﾞﾙ固定)

(床下ｻﾄﾞﾙ固定)
S-2(体育館空調) 3

1

2

５．貫通穿孔は鉄筋検査機を使用して、鉄筋を避けること。

３．屋外・屋内配管は塗装(ｴｯﾁﾝｸﾞﾌﾟﾗｲﾏｰ１回･塗装２回)とする。

４．分電盤及び室外機への配管接続は金属製可とう電線管を使用すること。

プルボックス　２００×２００×１００,ＳＵＳ,ＷＰ

壁貫通処理　壁厚１５０ｍｍ　開口寸法は図示による

PB2

PB3

プルボックス　２００×２００×２００,ＳＵＳ,ＷＰ

PB3

PB3

PB3

PB3

PB3

PB3

Ｅ－０４

小野小学校・花鶴小学校体育館空調設備設置工事

１階平面図
小野小学校



福岡市早良区高取２丁目１８－６
一級建築士事務所登録
　　第１－１０９２４号

西 　 　 幸 　 博１級建築士　第３６１２６５号

甲山建築設計事務所株式会社
工事名

図面名

古賀市 日付　令和　７．３

分電盤結線図

電圧 [V] 過電流遮断器
回路

負荷容量盤名称・単線結線図 供給室名 備考
MCCB ELCB 定格電流番号 100 200
[P] [P] [AT] [KW]

TOTAL

指定色焼付塗装

3P1

2

3P3

3P4

3P

3P5

ET(ED)

屋外壁掛型 SUS製

TOTAL

3P1

2

3P3

3P4

3P

3P5

屋外壁掛型 SUS製

ET(ELB)

3φ3W 200V

3φ3W 200V

ET(ED) ET(ELB)

50/40

50/40

50/40

50/40

50/40

50/40

50/40

50/40

50/40

50/40

指定色焼付塗装

4.23

4.23

4.23

4.23

4.23

4.23

4.23

4.23

4.23

4.23

21.15

21.15

Ｓ－１(体育館空調)

(体育館空調)

指定色焼付塗装

屋外壁掛型 SUS製

3φ3W 200V

ET(ED)

屋内運動場空調 225/200 42.33P

EM-CET60°

指定色焼付塗装

1

2

3

4

電灯増設盤 屋内壁掛型 鋼板製

欠相保護付

空調用集中リモコン

予備

予備

予備

50/20 50VA

ELCB50/30A

2P

1φ3W 210/105V

50/202P

50/202P

50/202P

TOTAL 50VA

ET(ED)

EM-CE5.5口-3C

M12

Ｓ－体育館空調

Ｓ－２

体育館空調機１

体育館空調機２

体育館空調機３

体育館空調機４

体育館空調機５

体育館空調機１

体育館空調機２

体育館空調機３

体育館空調機４

体育館空調機５

ＣＨ

ＤＳ×３
７.２ｋＶ ２００Ａ
１２.５ｋＡ

ＰＦ×４ Ｆ×２ ＶＴＴ

ＶＴ×２
６.６ｋＶ/１１０Ｖ

電子式マルチメーター
（警報接点付）

ＣＴＴ

ＣＴ×２
５０/５Ａ

ＬＢＳ
７.２ｋＶ ２００Ａ
ＰＦ×３　Ｇ２０Ａ（４０ＫＡ）
（警報出力付）

ＳＲ（６％）
２４３Ｖ
３.１９ｋｖａｒ

ＳＣ　３φ３Ｗ
５３.２ｋｖａｒ
７.０２ｋＶ

デマンド監視装置

パルス信号線

パルス検出器

パルス検出器（ボックス収納）

ＤＭ

５１Ｒ

Ｆ

ＣＴ×２
４００/５Ａ

ＴＲ １φ３Ｗ
６.６ｋＶ/２１０Ｖ-１０５Ｖ
７５ｋＶＡ
（油入、固定取付）

ＺＣＴ

ＡＣ１００Ｖ

ＬＧ-Ｌ

ＯＬ

４９-Ｌ

ＭＤＡ
～

～
Ｖ

電子式マルチメーター
（警報接点付）

ＬＢＳ
７.２ｋＶ ２００Ａ
ＰＦ×２　Ｇ５０Ａ（４０ＫＡ）
（警報出力付）

Ｉ

　既設構内柱

３φ３Ｗ　６.６ｋＶ　６０Ｈｚ

ＺＣＴ

ＴＣ

ＰＤ

九州電力会社柱より

ＶＣＴ

ＣＨ

ＡＣ１００Ｖ

ＰＣＳ×３
７.２ｋＡ １００Ａ

ＥＬＡ

ＬＡ×３
８.４ｋＶ
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小野小学校・花鶴小学校体育館空調設備設置工事

受変電設備単線結線図・分電盤結線図
花鶴小学校
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福岡市早良区高取２丁目１８－６
一級建築士事務所登録
　　第１－１０９２４号

西 　 　 幸 　 博１級建築士　第３６１２６５号

甲山建築設計事務所株式会社
工事名

図面名

古賀市

縮尺　Ａ１：１/１００

日付　令和　７．３

１階平面図 S=1:100

中庭

中庭

聴覚教育教室

Ｓ

ED(ELB)

E14口(VE16)

PB1

(50)

(100)

１．特記なき凡例は下記による。

【注記】

【幹線ｹｰﾌﾞﾙ一覧表】

既設ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

※主幹１次側接続

電灯分電盤

電灯増設盤

EM-CE5.5口-3C,E2.0

EM-FCPEE1.2-5P(E25)控室

9L

EM-CE3.5口-3C(E25)

EM-CE3.5口-3C
EM-FCPEE1.2-5P

(床下ｻﾄﾞﾙ固定)

(床下ｻﾄﾞﾙ固定) (床下ｻﾄﾞﾙ固定)アリーナ

EM-FCPEE1.2-5P(E25)

(50)

EM-CE3.5口-3C(E25)

1

2

3

4

5

EM-CE5.5口-4C(G28)

EM-CE5.5口-4C(G28)

EM-CE5.5口-4C(G28)

EM-CE5.5口-4C(G28)

EM-CE5.5口-4C(G28)

(G70)

【S-2動力ｹｰﾌﾞﾙ一覧表】

1

2

3

4

5

EM-CE5.5口-4C(G28)

EM-CE5.5口-4C(G28)

EM-CE5.5口-4C(G28)

EM-CE5.5口-4C(G28)

EM-CE5.5口-4C(G28)

(G70)

【S-1動力ｹｰﾌﾞﾙ一覧表】

1

S-2(体育館空調)

2

3

4

5

3

4

2

1

5

５．貫通穿孔は鉄筋検査機を使用して、鉄筋を避けること。

４．分電盤及び室外機への配管接続は金属製可とう電線管を使用すること。

３．屋外・屋内配管は塗装(ｴｯﾁﾝｸﾞﾌﾟﾗｲﾏｰ１回･塗装２回)とする。

空調リモコン及び収納ボックス  (機械設備工事)

動力分電盤

Ｓ 手元開閉器盤

電灯分電盤

露出型アウトレットボックス　Ｐ.付

接地極工事　接地埋設標含む(数値は刻印)

PB1

PB2

PB3

ハンドホール　Ｈ２－９(Ｒ２Ｋ)

地中埋設標柱

壁貫通処理　壁厚１５０ｍｍ　開口寸法は図示による

9L ２線式リモコンスイッチ　金属.Ｐ

６．埋設配管の深さはＧＬ－６００ｍｍ以上とすること。

７．埋設配管には埋設標識シートを敷設すること。

PB2

PB3

PB3

PB2

PB3

PB3

プルボックス　４００×４００×３００,ＳＵＳ,ＷＰ

プルボックス　３００×３００×３００,ＳＵＳ,ＷＰ

プルボックス　２００×２００×２００,ＳＵＳ,ＷＰ

S-1(体育館空調)

①EM-CET60口,E14ロ(床ｺﾛｶﾞｼ)

③EM-CET38口,E8ロx2(G54)

④EM-CET38口,E8ロx2(床下ｻﾄﾞﾙ固定)

①

②

②

③
④

②EM-CET60口,E14ロ(FEP65/立上げG70)

③

ｺﾝｸﾘｰﾄ斫り･復旧

ｺﾝｸﾘｰﾄ斫り･復旧

小野小学校・花鶴小学校体育館空調設備設置工事

１階平面図
花鶴小学校

Ｅ－０６


